
輪

ダ

拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
鯨

　
嘘
■
濯
．
馨
、
P
轟
・
～
　
．
i
『
、
5

、
．
轡
講
劃
，
戴
鞭

鍵鱒・
，…繊ヤ

　　　　，蒙
　　　　睾・聾　　　　　　　　　奮

　　　　　奪
　　幾　舞蓬

調
羅
「
入

皿
、
駄
、

，」　　　　、、角
　、　　　　齢当　：子

　　　　式

経　　’

．　謹轡ヂ

《人ロの動き》

4月1目現在

男3、225（一47）女3，270（一46）計6，494（一93）

出生3　死亡4　転入21転出H3

世帯数i，753（一14）
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三
月
の
定
例
町
議
会
に
お
い
て

鈴
木
助
役
、
柳
収
入
役
再
任
さ
れ
る

助
役
鈴
木
益
蔵

　
　
　
　
　
　
六
三
才

収
入
役
柳
　
公
治

　
　
　
　
　
　
六
〇
才

立
合
演
説
会
（
七
日

　
松
代
小
学
校
）

県
議
会
議
員
選
挙

　
　
投
票
率
は
8
0
パ
ー
セ
ン
ト

　
四
月
十
日
㈲
、
県
下
い
っ
せ
い
に

新
潟
県
議
会
議
員
選
挙
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
雨
天
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
町
内
三
十
ヶ
所
の
投
票
所
で

朝
早
く
か
ら
有
権
者
の
み
な
さ
ん
が

つ
め
か
け
ま
し
た
。

　
郡
内
の
町
村
別
投
票
率
及
び
候
補

者
別
得
票
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

町村名
得　票　数

投票率

山岸石松 高橋十一

松代町 450 3，481 80．40

松之山町 699 2，138 70．04

大島村 123 2，342 90．08

浦川原村 254 2，598 79．71

安塚町 244 3，044 79．72

牧　　村 241 2，250 76．42

合計

　　票

2，011

　　票

15，853

（％〉

80．41

県議選投票結果

清
き
一
票
を
投
じ
る
有
権
者

　
松
代
町
消
防
庁
舎

開
票
作
業

◎
§
§
◎
§
8
◎
§
》
§
§
◎
§
◎
蓼
§
§
◎
§
る
§
§
㊥
琶
◎
§
㊥
琶
§
§
§
§
§
◎
8
◎
§
》
§
§
◎
§
G
§
◎
8
琶
§
§
）
§
§
8
§
§
◎
8
◎
§
§
◎
§
§
｝
§
§
◎
§
◎
◎
§

　
明
る
い
選
挙
推
進
標
語

　
　
よ
い
町
に
明
る
い
町
に
こ
の
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
　
山
岸
福
一
郎
さ
ん
作
晶

◎
§
§
◎
§
§
§
◎
§
§
G
§
§
8
画
§
§
§
◎
§
◎
◎
§
§
◎
§
§
§
§
＝
§
§
§
。
§
◎
＾
§
8
G
§
8
琶
§
｝
§
＠
§
§
璽
§
§
§
§
§
＠
§
§
§
§
§
§
㊥
§

4
月
2
4
日
◎
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

鴛
多
多
｝
多
｝
｝
｝
｝
｝
多
多
多
多
多
多
多
｝
多
｝
多
多
｝
｝
》
多
多
多
｝
多
｝
多
｝
多
》
多
｝
｝
｝
｝
》
多
多
多
｝
鰐

｛｛

　
　
　
町
議
会
議
員
選
挙

今
後
四
年
間
の
町
政
を
託
す
大
切
な
選
挙
で
す
。

よ
う
役
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
不
在
者
投
票
を

棄
権
し
な
い

翻
｛
｛
｛
篭
｛
篭
｛
｛
璽
｛
｛
｛
｛
篭
｛
｛
｛
｛
｛
璽
｛
｛
｛
｛
篭
｛
篭
｛
｛
｛
｛
｛
璽
｛
｛
｛
｛
篭
篭
｛
｛
｛
｛
｛
論
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始
め
ま
せ
ん
か
〃
”

畜
産
経
営
嚢
シ
？
ズ
⑳
・

　
当
町
の
子
牛
生
産
の
に
な
い
手
は
、

大
部
分
が
一
～
二
頭
規
模
の
畜
産
農

家
で
す
。

　
最
近
、
歯
止
め
が
か
か
っ
て
き
た

と
は
言
え
、
規
模
の
零
細
性
に
起
因

す
る
低
収
益
と
所
得
額
の
少
な
さ
の

た
め
和
牛
飼
養
か
ら
の
脱
落
傾
向
は

続
い
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
新
設
畜
産
農
家
数

は
、
確
実
に
増
え
て
お
り
、
昭
和
五

十
八
年
二
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ

た
「
家
畜
飼
養
頭
羽
数
調
査
」
に
よ

る
と
飼
養
戸
数
七
十
戸
、
和
牛
頭
数

三
百
八
十
四
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
牛
肉
の
自
由
化
圧
力
の
影
響
で
子

牛
価
格
の
低
迷
し
た
な
か
に
あ
っ
て

飼
養
頭
数
で
は
前
年
対
比
百
二
十
を

記
録
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
畜
産
が
復
合
経
営
の
ひ

と
つ
の
柱
と
し
て
、
水
稲
を
始
め
葉

た
ば
こ
、
ナ
ス
、
イ
ン
ゲ
ン
等
耕
種

部
門
と
の
補
完
結
合
関
係
に
よ
っ
て

順
調
に
推
移
し
て
き
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
土
づ
く
り
の
有
効
な
手
段
と
し
て

副
産
物
で
あ
る
堆
き
ゅ
う
肥
の
重
要

性
が
み
な
お
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
し

て
い
る
。

　
今
後
、
経
営
的
に
も
安
定
し
た
規

模
の
和
牛
生
産
が
目
標
と
な
り
ま
す

　
　
が
、
飼
養
規
模
が
具
体
的
に
ど

　
　
の
程
度
の
も
の
が
よ
い
か
は
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
の
経
営
条
件

　
　
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
↓
概
に

　
　
言
え
ま
せ
ん
。

　
　
　
一
方
畜
産
農
家
の
創
設
に
も

　
　
重
点
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
農
業
経
営
の

　
　
安
定
と
家
畜
市
場
で
の
適
正
な

　
　
価
格
の
形
成
に
照
ら
し
て
大
変

　
　
重
要
に
な
っ
て
く
る
か
ら
で
す

　
　
　
あ
な
た
も
畜
産
経
営
を
始
め

　
　
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
町
で
は
、
低
資
金
で
無
理
な

く
畜
産
経
営
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
次

の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
家
畜
導
入
事
業
．

　
黒
毛
和
種
繁
殖
雌
牛
を
町
有
牛
と

し
て
、
無
利
子
で
五
年
間
あ
な
た
に

貸
付
け
す
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
間
、
三
～
四
頭
の
子
牛
を
生

産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
子
牛
は
あ
な
た
の
も
の
と
し
て

販
売
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
満
了
時
に
導
入
時
の
購

入
金
額
を
町
へ
納
め
て
い
た
だ
け
ば
、

母
牛
は
あ
な
た
に
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

　
◎
畜
舎
建
設
補
助
事
業

　
新
、
増
築
工
事
と
改
造
工
事
と
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
材
料
の
新
旧
を
問
い

ま
せ
ん
。

　
e
新
、
増
築
工
事

　
補
助
率
は
、
三
頭
規
模
以
下
の
畜

舎
は
事
業
費
の
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
、

広
報
ま
つ
だ
い
の

　
原
稿
募
集
に
つ
い
て

広
報
ま
つ
だ
い
の
担
当
が
総
務
課
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
同
様
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
原
稿
の
〆

切
は
、
二
五
日
ま
で
で
す
。

四
頭
規
模
以
上
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
．

　
た
だ
し
、
事
業
費
の
限
度
額
は
、

規
模
頭
数
に
三
十
万
円
を
か
け
た
額

で
す
。

⇔
改
造
工
事

　
飼
養
頭
数
の
増
加
と
な
る
畜
舎
の

改
造
と
古
屋
、
空
家
等
の
畜
舎
へ
の

改
造
で
、
補
助
率
は
五
十
パ
ー
セ
ン

ト
、
限
度
額
は
三
十
万
円
で
す
。

　
資
金
面
の
補
助
の
ほ
か
、
家
畜
診

療
所
の
活
用
、
家
畜
共
済
制
度
へ
の

加
入
、
普
及
所
・
農
協
技
師
に
よ
る

飼
養
技
術
指
導
に
よ
り
、
安
心
し
て

牛
が
飼
え
る
よ
う
な
体
制
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
尚
、
後
日
畜
産
事
業
に
つ
い
て
の

申
込
書
が
回
覧
さ
れ
ま
す
の
で
希
望

事
業
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
願
い

ま
す
。

　
畜
産
に
関
す
る
問
い
合
せ
は
、
産

業
課
・
畜
産
係
ま
で
照
会
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
松
代
牛

　
　
　
　
　
婦
人
の
手
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
か
ら

　
　
　
　
　
　
、
，
』
〉

　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
、
4

’

“σ、
　　　　　◎い

〃・

．卿ゐ，1

，

』
翠
書
歪
コ
5
曜
3
雪
【
歪
翠
翌
コ
曜
コ
蚤
5
【
コ
5
雪
5
塁
蚤
5
醒
書
設
歪
コ
痙
コ
5
5
一
…
罷
歪
コ
5
‘
凄
…
凄
書
コ
蚤
5
5
【
零
一
罷
コ
雪
【
コ
5
曜
罷
…
≡
認
翌
コ
5
蚤
蚤
【
翠
認
歪
コ
5
8
コ
雪
【
認
…
コ
艦
コ
［
誤
墨
認
歪
コ
賦
…
コ
墨
曜
2
歪
書
罷
コ
5
巴
罷
歪
コ
［
歪

戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
　
三
月
受
付
分

遡
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

市
川
　
烈
　
父
佳
雄
　
母
久
子

　
　
　
　
（
二
男
・
田
澤
・
藤
助
）

市
川
大
輔
　
父
辰
雄
　
母
ち
よ
子

萬
羽
郁
子
（
讐
松
劉
橘
）

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
丸
萬
屋
）

魁
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

若
山
ミ
ノ

柳
　
タ
マ

高
橋
ト
キ

90
歳

61
歳

93
歳

蒲
生
寺
ノ
前

菅
刈
も
ぜ
ん

会
澤
・
惣
院

池
田
ト
メ
　
75
歳
　
田
野
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
佐
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
㌔
♂

触鐸駆
穐
慧

岬
聖
轟

。

蟻
、
、
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進んで受けよう

　58年度検診、健康相談

（保健衛生シリーズ⑳）

o
母
親
学
級

　
妊
娠
中
に
、
前
期
、
中
期
、
後
期

の
3
回
コ
ー
ス
で
、
4
月
か
ら
行
な

い
ま
す
。
妊
娠
中
の
注
意
や
栄
養
、

安
産
に
つ
い
て
勉
強
し
、
丈
夫
な
赤

ち
ゃ
ん
を
生
み
ま
し
ょ
う
。

o
孫
親
学
級

　
お
つ
と
め
に
出
る
お
母
さ
ん
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話

を
さ
れ
る
方
々
と
育
児
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
、
御
意
見
も
お
き
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
の
お
母

さ
ん
の
学
級
も
あ
り
ま
す
。
7
月
と

n
月
の
予
定
で
す
。

o
乳
児
検
診

　
三
、
四
ヶ
月
児
と
、
十
一
、
十
二

〈S57年度胃集団検診風景〉

ヶ
月
児
の
一
緒
の
検
診
で
す
。
医
師

の
診
察
身
体
計
測
、
個
人
指
導
を
行

な
い
ま
す
。
三
、
四
ヶ
月
児
に
は
離

乳
食
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
す
。

　
〇
一
才
六
ケ
月
児
検
診

　
一
才
六
ヶ
月
か
ら
二
才
児
に
、
内

科
、
歯
科
の
診
察
と
、
身
体
計
測
、

相
談
を
行
な
い
ま
す
。
　
（
四
月
、
十

一
月
）

　
〇
二
才
児
検
診

　
二
才
六
ヶ
月
か
ら
三
才
児
に
、
内

科
、
歯
科
の
診
察
、
検
尿
、
身
体
計

測
、
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
　
（
四
月

＋
一
月
）

　
〇
三
才
児
検
診

　
三
才
六
ヶ
月
か
ら
三
才
児
に
、
二

才
児
検
診
と
同
じ
内
容
で
行
な
い
ま

す
。
　
（
四
月
、
十
一
月
）

　
o
育
児
学
級

　
検
診
の
翌
月
、
検
診
結
果
、
発
育

む
し
ば
予
防
等
に
つ
い
て
、
お
話
を

し
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

　
o
妊
婦
健
康
相
談

　
マ
マ
ミ
ル
ク
支
給
日
の
四
回
の
う

ち
二
回
に
行
な
い
ま
す
。
助
産
婦
と

保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
本
人

が
と
り
に
来
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
　
（
五
月
九
日
、
七
月
四
日

九
月
五
日
、
十
一
月
七
日
）

　
o
新
生
児
訪
問

　
生
後
一
ヶ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
に

助
産
婦
か
保
健
婦
が
訪
問
し
ま
す
。

な
ん
で
も
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
※
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
が
四

月
一
日
よ
り
廃
止
に
な
り
ま
す
。
今

後
妊
娠
中
に
病
気
で
医
療
を
受
け
ら

れ
る
時
は
、
保
険
証
に
よ
り
受
け
て

下
さ
い
。

　
※
マ
マ
ミ
ル
ク
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
四
月
一
日
よ
り
妊
娠
の
届
出
を

し
た
翌
月
よ
り
、
出
生
し
た
月
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
〇
一
般
健
康
診
査
、
精
密
健
康
診

　
　
査

　
循
環
器
検
診
、
出
稼
検
診
、
老
人

健
康
診
査
を
別
々
に
や
っ
て
い
た
の

が
、
老
人
保
健
法
の
制
定
に
よ
り
一

緒
に
な
り
ま
す
。
四
十
才
以
上
の
方

は
全
員
受
診
し
て
下
さ
い
。
会
場
は

松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
で
す
。
　
（
七
月

七
日
、
八
日
、
十
一
日
、
十
二
日
、

十
三
日
、
十
四
日
、
十
五
日
）
　
　
㎜

　
検
診
後
、
事
後
指
導
会
を
各
部
落
｝

で
実
施
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

　
o
胃
集
団
検
診
　
　
　
　
　
　
｝

　
七
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
、
二
融

十
七
日
、
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
　
矧

三
十
日
、
八
月
一
日
、
二
日
、
三
日
、
｝

の
九
日
間
あ
り
ま
す
。
　
一
日
に
で
き
｛

る
人
数
が
六
十
人
と
少
な
く
な
り
、
　
｝

時
間
も
決
め
ま
す
の
で
、
以
前
よ
り
｛

受
け
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
指
胴

定
さ
れ
た
日
、
時
間
に
受
け
て
下
さ
一

い
。
都
合
の
悪
い
方
は
、
衛
生
係
に
…

連
絡
し
て
下
さ
い
。
料
金
は
五
百
円
。
｝

・
婦
人
科
検
診
　
　
　
　
　
｛

　
胃
集
団
検
診
と
同
じ
日
程
で
行
な
｝

い
ま
す
。
料
金
は
四
百
円
で
す
。
　
　
｛

　
o
貧
血
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
三
十
九
才
ま
で
の
女
性
に
実
施
し
…

ま
す
。
胃
、
婦
人
科
検
診
と
同
じ
日
｛

に
行
な
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

・
貧
血
教
室
　
　
　
　
　
｛

　
検
診
で
貧
血
と
診
断
さ
れ
た
方
に

行
な
い
ま
す
。
（
八
月
十
一
日
、
八
月

二
十
九
日
、
九
月
二
日
、
十
一
月
十

四
日
）

　
o
糖
尿
病
教
室

　
検
診
で
発
見
さ
れ
た
方
に
行
な
い

ま
す
。
　
（
八
月
十
八
日
、
八
月
三
十

日
、
八
月
三
十
｝
日
、
九
月
一
日
）

　
o
高
血
圧
教
室

　
十
月
二
十
五
日
、
十
月
二
十
八
日

十
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

松
代
幹
部
派
出
所

警察紹介
巡
査
部
長
佐

　
　
年
令

　
　
出
身
地

　
　
前
任
地

藤
吉

三
六
才

燕
市

与
板
署

巡
査
　
馬

　
　
年
令

　
　
出
身
地

　
　
前
任
地

也

場
禎
光

二
〇
才

＋
日
町
市

安
塚
署

交
通
事
故
相
談
日
の

　
　
お
し
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
5
月
－
日

　
　
　
　
（
十
時
～
十
五
時
ま
で
）

免
許
更
新
日

　
　
　
　
5
月
2
0
日

（
八
時
半
～
十
一
時
ま
で
受
付
）

会
場
は
い
づ
れ
も
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
で
す
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今
年
退
職
さ
れ
た
方
々
長
い
間
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

1
退
職
金
と
税
金
に
つ
い
て
ー

　
ま
だ
働
け
る
と
思
っ
て
い
て
も
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
な
ら
い
つ
か
は

退
職
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

と
き
手
に
す
る
の
が
退
職
金
で
す
。

　
退
職
金
に
は
、
所
得
税
と
住
民
税

が
か
か
り
、
退
職
金
の
支
給
を
受
け

る
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金
が
源
泉

徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
退
職
金
は
長
い
間
の
勤

労
の
対
価
で
あ
り
退
職
後
の
生
活
の

た
め
に
も
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
ら
を
考
え
て
、
退
職
金
に
か
か

る
所
得
税
や
住
民
税
は
他
の
所
得
と

分
離
し
て
課
税
さ
れ
た
り
、
勤
続
年

数
に
応
じ
て
控
除
額
が
定
め
ら
れ
る

な
ど
、
ほ
か
の
所
得
よ
り
軽
い
負
担

で
済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
勤
続
年
数
が
二
十
年

ま
で
は
一
年
に
つ
き
二
十
五
万
円
、

二
十
年
を
超
え
る
部
分
は
一
年
に
つ

き
五
十
万
円
で
計
算
し
ま
す
。
従
っ

て
、
勤
続
年
数
が
三
十
五
年
の
人
の

控
除
額
は
千
二
百
五
十
万
円
と
な
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
続
年
数

を
基
礎
に
し
て
控
除
額
を
定
め
て
税

額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
お
近
く
の
税

務
署
・
税
務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

1
贈
与
税
と
税
金
に
つ
い
て
ー

　
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

も
ら
っ
た
人
に
贈
与
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
贈
与
は
主
に
、
夫
婦
や
親
子

の
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
申

告
を
う
っ
か
り
忘
れ
る
人
も
案
外
お

ら
れ
ま
す
。

　
贈
与
税
は
、
一
年
間
に
個
人
か
ら

も
ら
っ
た
財
産
の
合
計
額
か
ら
、
基

礎
控
除
を
差
引
い
た
額
に
税
率
を
掛

け
、
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
贈
与
税
の
控
除
に
は
六
〇
万
円
の

基
礎
控
除
の
ほ
か
に
最
高
一
、
○
○
○

万
円
の
配
偶
者
控
除
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
配
偶
者
控
除
は
、
一
生
に
一

度
し
か
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
控

除
で
、
婚
姻
期
間
が
二
〇
年
以
上
の

夫
婦
で
行
わ
れ
る
居
住
用
不
動
産
や

そ
れ
を
取
得
す
る
た
め
の
資
金
の
贈

与
の
場
合
、
な
ど
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

な
お
、
法
人
か
ら
の
財
産
の
贈
与

に
つ
い
て
は
、
一
時
所
得
と
し
て
所

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
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四
月
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は

　
　
固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税
で
す
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9
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乙
。
一
＝
・
9
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一
・
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・
一
9
乙
騨
・
．
。
・
一
＝
・
・
…
∫
。
．
。
顧
…
・
9
，

織
蒙
醤
驚
緊
急
難
策
禦
顯

　
　
　
鷺
舞
猿
灘
購
懇
籔

　
県
で
は
、
持
家
促
進
と
木
材
関
連

業
界
の
振
興
を
図
る
た
め
、
住
宅
建

設
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

一
、
貸
付
け
の
条
件

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
は
、
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
を
建
設
（
新
築
購
入
、
増
改
築
を

含
む
）
し
よ
う
と
す
る
人

○
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
な
け
れ
ば

住
宅
を
建
設
で
き
な
い
人
で
、
前
年

一
年
間
の
収
入
金
額
又
は
所
得
金
額

が
次
の
額
以
下
の
人

　
給
与
所
得
の
み
の
人

　
　
収
入
金
額
　
七
〇
〇
万
円

　
そ
の
他
の
人

　
　
所
得
金
額
　
五
二
五
万
円

o
住
宅
金
融
公
庫
の
昭
和
五
十
八
年

度
第
一
回
個
人
住
宅
資
金
の
融
資
を

受
け
て
住
宅
を
建
設
す
る
人
（
増
改

築
に
つ
い
て
は
公
庫
利
用
を
問
い
ま

せ
ん
）

幽
一
、
貸
付
内
容

　
貸
付
限
度
額
　
新
築
　
四
百
万
円

　
　
　
　
　
　
　
増
改
築
二
百
万
円

　
利
率
及
ぴ
償
還
期
間

　
○
木
造
一
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
　
下
　
年
四
、
五
％
　
十
五
年
以

　
　
内

　
○
木
造
＝
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を

　
　
超
え
る
も
の
及
び
非
木
造

　
　
　
年
六
・
○
％
　
十
年
以
内

三
、
受
付
期
問

　
四
月
一
日
（
金
）
か
ら
四
月
三
十

　
日
（
土
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

　
す
。

　
　
　
　
　
　
は
ん
　
ぷ

四
、
申
込
書
の
頒
布
、
受
付

　
最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

　
（
当
町
で
は
、
第
四
銀
行
又
は
農

業
協
同
組
合
）

　
　
　
　
　
（
建
設
課
　
建
築
係
）

ご入学おめでとう

松代小学校新一年生
　　　　　　　4月4日入学式

S58．4．4現在

学　　校　　名 男 女 計

松　代　小　学　校 15 8 23

〃　菅　刈　分　校 1 1
〃　小屋丸分校 1 1
〃　下　　山　分　校 1 1 2
清　水　小　学　校 1 1 2
孟　地　小　学　校 5 3 8
〃　海　老　分　校 2 2
〃　滝　沢　分　校 2 2
北　　山　小　学　校 2 2 4
蒲　　生　小　学　校 2 4 6
〃　寺　　田　分　校 1 1 2
室　野　小　学　校 3 4 7
峠　　小　　学　　校 1 2 3
儀　明　小　学　校 3 4 7
莇　平　小　学　校 1 1 2
蓬　平　　小　学　校 4 1 5

小　　　　　　計 43 34 77

松　代　　中　学　校 39 40 79
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地
す
べ
り
と
は
、
一
般
的
に
高
位

部
で
は
崩
れ
る
よ
う
な
変
化
を
と
り

中
位
部
で
は
す
べ
り
に
よ
る
変
化
と

な
り
や
す
く
末
端
で
は
流
れ
の
形
式

へ
と
移
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
従
来
地
す
べ
り
の
定
議
と
は
大
体

次
の
三
つ
の
説
が
あ
る
。

◎
山
崩
の
う
ち
、
比
較
的
緩
斜
面
が

徐
々
に
移
動
す
る
も
の

◎
山
崩
れ
の
結
果
、
崩
積
し
た
土
石

が
移
動
す
る
も
の

◎
移
動
層
と
不
動
層
と
の
間
に
粘
土

を
挾
み
、
こ
れ
が
滑
剤
と
な
っ
て
す

べ
る
も
の
（
地
す
べ
り
と
防
止
工
法

　
　
　
　
　
　
高
野
秀
夫
著
よ
り
）

　
松
代
町
で
は
こ
の
よ
う
な
地
域
に

は
建
設
省
地
す
べ
り
防
止
指
定
区
域

一
四
個
所
、
関
係
部
落
一
二
、
面
積

は
約
五
八
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
な
る
。

農
林
省
、
林
野
庁
関
係
の
指
定
地
は

一
三
個
所
関
係
一
四
部
落
に
な
る
。

面
積
は
約
七
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。
地
区
に
は
九
名
の
巡
視
員
が
六

ヶ
月
間
（
年
）
見
回
り
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
地
す
べ
り
の
発
生
に
は
、

豪
雨
、
地
下
水
位
の
変
化
、
地
震
等

異
状
気
象
に
よ
る
が
特
に
融
雪
期
の

発
生
が
多
い
。
　
（
積
雪
が
一
メ
ー
ト

以
下
に
な
っ
た
頃
）

　
地
す
べ
り
防
止
域
内
の
行
為
が
地

す
べ
り
等
防
止
法
施
行
令
で
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。
防
止
区
域
内
に
お
け

る
許
可
を
要
し
な
い
行
為
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
地
す
べ
り
防
止
区
域
外
か
ら
鉄
管

コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
、
竹
管
そ
の
他
の

ろ
う
水
の
お
そ
れ
の
少
い
管
梁
で
そ

の
有
効
断
面
積
が
四
十
五
セ
ン
チ
メ

灘

灘
　
舞
慧

霧
、

　繋繍

58年4月2日地すべり発生（名平地内

の
埋
設

o
水
田
（
地
割
れ
そ
の
他
の
土
地
の

状
況
に
よ
り
地
表
水
の
浸
透
し
や
す

い
水
田
を
除
く
）
に
地
表
水
を
放
流

し
、
又
は
停
滞
さ
せ
る
行
為
、

○
か
ん
が
い
の
用
に
供
す
る
た
め
土

地
（
水
田
及
び
地
割
れ
そ
の
他
の
土

地
の
状
況
に
よ
り
地
表
水
の
著
し
く

浸
透
す
る
土
地
を
除
く
）
に
地
表
水

を
放
流
す
る
行
為

○
日
常
生
活
の
用
に
供
す
る
た
め
又

は
日
常
生
活
の
用
に
供
し
た
地
表
水

を
土
地
（
地
割
れ
そ
の
他
の
状
況
に

よ
り
地
表
水
の
著
し
く
浸
透
す
る
土

地
を
除
く
）
に
放
流
す
る
行
為

o
海
、
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水
域

又
は
用
排
水
路
に
地
表
水
を
放
流
す

る
行
為

○
た
め
池
、
池
、
そ
の
他
の
貯
水
施

設
に
地
表
水
を
放
流
し
、
又
は
貯
留

す
る
行
為

左
記
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
す

べ
り
防
止
区
域
の
状
況
を
勘
案
し
て

都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
軽
微
な

行
為

※
地
す
べ
り
防
止
区
域
内
に
お
け
る

制
限
行
為
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

o
政
令
で
定
め
る
の
り
切
又
は
切
土

は
、
の
り
切
に
あ
っ
て
は
の
り
長
三

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
と
し
、
切
土

に
あ
っ
て
は
直
高
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の
と
す
る
。

○
断
面
積
が
六
百
平
方
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
こ
え
る
用
排
水
路
又
は
断
面

積
が
六
百
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
用
排
水
路
で
地
割
れ
そ
の
他
の

土
地
の
状
況
に
よ
り
地
表
水
の
浸
透

し
や
す
い
も
の

○
容
量
が
六
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

た
め
池
、
池
、
そ
の
他
の
貯
水
施
設

で
地
割
れ
そ
の
他
の
土
地
の
状
況
に

よ
り
地
表
水
の
浸
透
し
や
す
い
も
の

○
載
荷
重
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
十
ト
ン
（
地
形
、
地
質
そ
の
他
の

載
荷
重
）
以
上
の
施
置
又
は
工
作

○
地
表
か
ら
深
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
掘
さ
く
五
メ
ー
ト
ル
（
地
す
べ
り

防
止
施
設
の
構
造
又
は
地
形
、
地
質

そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
都
道
府
県
知

事
が
距
離
を
指
定
し
た
場
合
に
は
当

該
距
離
）
以
内
の
地
域
に
お
け
る
掘

さ
く
（
地
す
べ
り
防
止
施
設
か
ら
一

メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
地
域
に
お
け
る

地
表
か
ら
深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
未
満
の
掘
さ
く
で
当
該
掘
さ
く
し

た
土
地
を
直
ち
に
埋
め
戻
す
も
の
を

除
く
）

○
載
荷
重
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
十
ト
ン
（
地
形
、
地
質
そ
の
他
の

状
況
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
載
荷

重
を
指
定
し
た
場
合
に
は
、
当
該
載

荷
重
）
以
上
そ
の
他
の
物
件
の
集
積

◎
ほ
場
整
備
等
施
工
さ
れ
る
場
合
に

は
防
止
区
域
の
指
定
の
有
無
及
び
施

工
量
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

繍騨軽・

ー
ト
ル
以
下
の
も
の
を
も
っ
て
地
下

水
を
引
く
行
為

○
地
下
水
を
く
み
上
げ
る
行
為
（
一

馬
力
を
こ
え
る
動
力
を
用
い
て
く
み

上
げ
る
行
為
を
除
く
）

o
水
道
管
（
有
効
断
面
積
が
四
十
五

平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
水

道
管
で
地
す
べ
り
防
止
区
域
外
か
ら

地
下
水
を
引
水
す
る
も
の
を
除
く
）

ガ
ス
管
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
件

、

　　　　　　　　　　鞍　　　　　　　　穫　　　　　　馨　　　　鞍　　團轟

火災予防
シリ＿ズ⑫

　　山火事防止運動

　　5月1日～31日まで

★　たき日をする時は後始末を完全

　に！

★　たばこの吸いがらは必ず消しま

　しょう。

★　車からたばこの吸いがらを投げ

　捨てないように！

★　強風又は乾燥時及び枯れ草等の

　ある危険な場所では、マッチの使

　用やたき火はつとめてさけましょ

　う。

★　火入れする時は消防署に届出し

　ましょう。

く山火事をなくしてきず

豊かな緑　　』、》∠』

∴囑軽
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小
・
中
学
校

松
代
高
校

　
◇
小
・
中
学
校
◇

▼
新
ら
し
く

　
　
　
来
ら
れ
た
先
生

　
（
管
理
職
）
校
長
・
教
頭

○
儀
明
小
学
校
長

上
野
幹
夫
（
吉
田
町
・
吉
田
北
小
）

○
蓬
平
小
学
校
長

白
石
孝
一
（
上
越
市
・
城
西
中
）

○
孟
地
小
学
校
教
頭

市
川
　
寛
（
牧
村
・
沖
見
小
）

○
北
山
小
学
校
教
頭

南
雲
昭
治
（
十
日
町
市
・
下
条
小
）

o
蒲
生
小
学
校
教
頭

森
沢
　
勉
（
上
越
市
・
高
田
西
小
）

○
峠
小
学
校
教
頭

小
島
冠
治
（
上
越
市
・
大
手
町
小
）

　
（
一
般
職
）
教
諭

○
松
代
小
学
校

阿
部
和
雄
（
燕
市
・
燕
西
小
）

石
塚
美
和
子
（
松
之
山
町
・
浦
田
小
）

久
保
田
洋
子
（
柿
崎
町
・
黒
岩
小
）

o
松
代
小
学
校
菅
刈
分
校

山
崎
太
一
郎
（
新
潟
市
・
上
所
小
）

o
松
代
小
学
校
小
屋
丸
分
校

小
熊
早
苗
（
板
倉
町
・
山
部
小
）

o
松
代
小
学
校
下
山
分
校

坂
西
秀
子
（
三
条
市
・
裏
館
小
）

○
清
水
小
学
校

上
村
　
勤
（
三
島
町
・
脇
野
町
小
）

伊
藤
芳
美
（
新
採
用
・
養
教
）

○
孟
地
小
学
校

尾
身
春
吉
（
川
西
町
・
仙
田
小
）

中
村
義
郎
（
新
潟
市
・
女
池
小
）

○
孟
地
小
学
校
海
老
分
校

佐
藤
　
茂
（
三
条
市
・
井
栗
小
）

○
孟
地
小
学
校
滝
沢
分
校

関
原
英
子
（
能
生
町
・
磯
部
小
）

q
北
山
小
学
校

山
崎
久
美
子
（
加
茂
市
・
下
条
小
）

中
村
真
寿
美
（
頸
城
村
・
大
淺
小
）

○
蒲
生
小
学
校

土
肥
幸
子
（
新
採
用
・
養
教
）

○
蒲
生
小
学
校
寺
田
分
校

藤
井
康
子
（
長
岡
市
・
日
越
小
）

○
室
野
小
学
校

高
橋
英
雄
（
上
越
市
・
大
手
町
小
）

○
莇
平
小
学
校

伊
部
智
子
（
上
越
市
・
東
本
町
小
）

大
熊
一
郎
（
加
茂
市
・
石
川
小
）

○
蓬
平
小
学
校

森
　
龍
憲
（
新
採
用
）

○
松
代
中
学
校

大
滝
浩
資
（
新
井
市
・
新
井
南
中
）

山
岸
利
江
（
松
之
山
町
・
浦
田
中
）

丸
山
敏
治
（
清
里
村
・
清
里
中
）

新
井
　
登
（
新
井
市
・
新
井
中
）

菅
原
邦
宏
（
上
越
市
・
谷
浜
中
）

▼
勤
務
す
る
学
校
が

　
　
　
変
っ
た
先
生
（
配
置
替
）

若
井
　
博
（
孟
地
小
学
校
教
頭
↓

　
　
　
　
　
　
松
代
小
学
校
教
頭
）

▼
町
外
に

　
　
転
出
さ
れ
た
先
生

o
儀
明
小
学
校

梅
沢
　
勤
（
牧
村
・
牧
小
）

○
蓬
平
小
学
校

古
沢
　
勝
（
三
和
村
・
里
公
小
）

八
木
一
志
（
能
生
町
・
木
浦
小
）

o
松
代
小
学
校

福
原
公
望
（
中
里
村
・
倉
俣
小
）

関
谷
　
昇
（
糸
魚
川
市
・
今
井
小
）

佐
藤
秀
子
（
松
之
山
町
・
浦
田
小
）

久
保
田
吉
則
（
理
科
セ
ン
タ
ー
）

○
松
代
小
学
校
菅
刈
分
校

町
田
庄
司
（
上
越
市
・
小
猿
屋
小
）

○
松
代
小
学
校
下
山
分
校

藤
巻
香
子
（
上
越
市
・
稲
田
小
）

○
清
水
小
学
校

吉
越
　
勉
（
十
日
町
市
・
十
日
町
小
）

小
島
和
子
（
小
国
町
・
小
国
中
）

○
孟
地
小
学
校

西
潟
　
弘
（
名
立
町
・
不
動
小
）

水
野
清
信
（
青
海
町
・
青
海
小
）

o
孟
地
小
学
校
海
老
分
校

谷
田
敬
一
（
上
越
教
育
大
附
属
小
）

○
北
山
小
学
校

加
藤
宏
一
（
上
越
市
・
城
西
中
）

○
蒲
生
小
学
校

笹
川
幸
夫
（
妙
高
高
原
町
・
妙
高
北
小
）

鈴
木
朝
美
（
上
越
市
・
春
日
中
）

○
蒲
生
小
学
校
寺
田
分
校

戸
倉
昌
子
（
上
越
市
・
古
城
小
）

○
峠
小
学
校

和
田
　
勝
（
長
岡
市
・
新
組
小
）

○
室
野
小
学
校

飯
塚
康
哉
（
板
倉
町
・
針
小
）

○
莇
平
小
学
校

小
林
さ
つ
き
（
出
雲
崎
町
・
出
雲
崎
小
）

室
川
一
雄
（
栄
町
・
中
央
小
）

o
松
代
中
学
校

加
藤
淳
一
（
上
越
市
・
直
江
津
中
）

春
日
文
恵
（
十
日
町
市
・
吉
田
中
）

笹
川
幹
衛
（
上
越
教
育
大
附
属
中
）

南
　
京
子
（
上
越
市
・
城
西
中
）

丸
山
　
登
（
新
潟
市
・
山
の
下
中
）

小
笠
原
賢
亮
（
新
井
市
・
新
井
南
中
）

古
川
澄
子
（
能
生
町
・
磯
部
中
）

▼
退
職
さ
れ
た
先
生

小
海
悦
子
（
北
山
小
学
校
）

春
日
一
枝
（
松
代
小
小
屋
丸
分
校
）

◇
松
代
高
等
学
校
◇

▼
転
入
、
新
採
用

　
　
　
　
さ
れ
た
先
生

校
長

菊
田
健
治
（
吉
田
商
業
高
校
）

教
頭

村
井
利
博
（
沼
垂
高
校
）

教
諭

大
関
浩
二
（
新
採
用
・
数
学
）

北
沢
克
彦
（
新
採
用
・
体
育
）

田
辺
　
薫
（
新
採
用
・
化
学
）

町
田
直
子
（
新
採
用
・
家
庭
）

講
師

樋
口
政
栄
（
新
採
用
・
農
業
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

丸
山
祐
三
郎
（
白
根
高
校
）

藤
尾
　
隆
（
直
江
津
高
校
）

遠
藤
利
光
（
三
条
高
校
）

加
藤
　
弘
（
燕
高
校
）

講
師

長
尾
と
し
子
（
堀
之
内
高
校
）

古
田
　
裕
（
水
原
高
校
）

▼
退
職
さ
れ
た
先
生

伊
与
部
芳
夫

寺
崎
直
孝

高
橋
　
清



””1”1””””””1””””II”1”””III””””””こうほう●まつだい””lll””1””llll””””II”ll””ll”1”III””1”1”lllll””1”II”””Illl””1”1”II”II”ll””””””IIII”lll””””1”””””II”1””ll””1”1”ll””II””8”””””lll”””8

町長　軟山利作

助役　鈴木益蔵

／講騰響織奪え磐塁蔓撰］

　
　
平

課
　
召

　
　
日

会
長
谷

熱
関

　
社

　
　
作

課
　
青

　
　
、
》
！
o

務
長
井

轟
菅

　
税

　
　
男

課
芳

務
長
。

轟
樋

　
総

蒲
生
保
育
園
園
長

室
野
保
育
園
園
長

ー
松
代
保
育
園
園
長

課
長
兼
務
め

課
長
兼
務
嘉

課
長
兼
務
蔽

朧
、
纏
騰
羅
公
男
論
、
畷

羅
難
｝
藷
幸
栄
［
響

戸
籍
係
長
　
小
山
武
司
　
戸
　
梼

保
健
衛
生
係
長
松
永
勝
ぬ
健
一

水
道
係
長
　
課
長
兼
務
　
水
　
噛

国
保
係
長
　
山
賀
八
郎

国
徊

直
営
診
療
所
所
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
　
　
批

庶
務
・
財
政
係
長

高
橋
宣
泰

奴
奈
川
支
所

総
統
藍
｝
羅
利
夫

　　　　　　保看国水保保戸社国住諸固用電庶　財運防交統広
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通　報
食食食護保道健笙籍盤税税讃蓑務政転犯安計7青
婦母婦母婦　　母婦係係婦係係係係　係係係　員手　係　係手係全係防
　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　○○○○　　　　　　　 OOO　　　OO　　　　　　　（
山本若石佐山鈴斉樋山数西柳高佐相柳鈴欝柳小佐案市石菜高菩
岸山月口藤岸木木口賀井方　橋藤沢　木島　堺藤肇川　口肇橋　印
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ￥　　　　　　　　　　　　は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ト絹美町好喜孝美良　和慶裕祥徹
シ　津　　美　恵　　　　　　　　　一津
子江江子子江子子平茂代子子郎夫守工郎子子子一司

柳　佐桑佐西

　　藤原藤潟
み

　　キタ千定ね
　　ヨ　枝
子　 ノマ子子

柳

ふ
じ
え

相
沢
幸
一

米
持
敏
雄

茂
野
孝
蔵

室
岡
秀
俊

山
岸
ト
ク

佐
藤
則
夫

ル太美恵月信健　丈

牧柳

野

恵利

子彦

室福

岡原

　満

徹江

王
任
の
職
に
あ
る
も
の
）
、

　
勝
大
野
保
子
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司

会
健

員委
育
長
田

教
育
島

　
教 　

治
　
公

役

入
p

　
杓

収

（昭和58年度）

松松農　公民館
代代　 館長
町町業高橋秀夫選

巻藝委　　 1
理　　　社　　 庶　　学出建　　土　　職畜農林　農　産
委事員会　　　　 校　　　　　　 業　 業　業
員務　　教　　　務　　教納築　　木　　業産共務　土　経
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兼
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バイクの仲間たち

〈青少年育成国民会議

　　　　機関誌から転載〉

十
六
歳
、
バ
イ
ク
の
免
許
が
取
れ

る
牢
齢
で
す
．

　
雄
一
君
（
仮
称
）
は
、
こ
の
日
の

来
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学

の
時
か
ら
バ
イ
ク
が
好
き
で
、
雑
誌

を
何
冊
も
読
み
あ
さ
り
、
時
に
は
無

免
許
で
運
転
も
し
ま
し
た
。

”
好
き
こ
そ
も
の
の
じ
ょ
う
ず
な
れ
”

と
は
よ
く
い
っ
た
も
の
で
す
。
す
ん

な
り
免
許
を
手
に
し
た
雄
一
君
は
次

に
バ
イ
ク
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
夢

中
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
H
さ
ん
は
、
免
許
を
取

る
時
以
上
に
反
対
し
、
買
う
こ
と
も

許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
買
う
よ
絶
対
に
。
お
金
な
ん
て
出

し
て
も
ら
わ
な
く
て
も
い
い
よ
。
自

分
で
稼
い
で
自
分
で
買
う
よ
」

　
驚
い
た
こ
と
に
、
雄
一
君
は
す
で

に
十
万
円
も
貯
め
て
い
ま
し
た
。
今

ま
で
の
こ
ず
か
い
や
親
に
内
緒
で
や

っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
の
成
果
で
す
。
そ

れ
か
ら
と
い
う
も
の
雄
一
君
は
ア
ル

バ
イ
ト
に
精
を
出
し
ま
し
た
。
H
さ

ん
が
な
ん
と
い
っ
て
も
や
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
二
五
〇
㏄

の
バ
イ
ク
を
月
賦
で
手
に
入
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　
こ
ん
な
に
バ
イ
ク
に
執
着
し
た
の

に
は
友
だ
ち
同
志
で
の
張
り
合
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
免
許
と
同
時
に

バ
イ
ク
を
買
っ
た
友
だ
ち
。
前
々
か

ら
バ
イ
ク
だ
け
は
持
っ
て
い
た
友
だ

ち
が
何
人
か
い
ま
し
た
。
そ
の
仲
間

入
り
を
一
日
も
早
く
し
た
い
と
い
う

あ
せ
り
に
も
似
た
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
夜
に
な

る
と
友
だ
ち
が
バ
イ
ク
の
爆
音
を
け

た
た
ま
し
く
鳴
ら
し
て
や
っ
て
き
て

は
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
呼
び
出
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
H
さ
ん
は
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
夜
、

町
を
流
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
「
う
る

さ
い
」
と
住
ん
で
い
る
団
地
の
住
人

か
ら
苦
情
が
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
母
親
か
ら
聞
い
て
初
め
て
知
る

と
い
う
状
態
で
し
た
。

　
H
さ
ん
は
悩
み
ま
し
た
。
ど
う
し

て
子
ど
も
に
分
か
ら
せ
れ
ば
い
い
の

か
。
話
し
合
い
が
ど
う
し
て
も
小
言

に
な
っ
て
し
ま
う
自
分
を
反
省
し
て

み
た
り
、
育
て
方
を
反
省
し
て
み
た

り
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
よ

り
も
も
っ
と
悩
ん
だ
の
は
、
夜
、
家

を
明
け
て
い
る
こ
と
が
子
ど
も
に
も

家
族
に
も
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
夜
の
業
務
に
し
た
の
は
、
水
上
げ

が
多
い
か
ら
で
し
た
。
雄
一
君
の
上

の
姉
も
含
め
て
家
族
四
人
で
住
む
こ

の
公
団
住
宅
を
い
つ
か
出
て
、
マ
イ

ホ
ー
ム
を
持
ち
た
い
と
い
う
夢
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

　
悩
ん
だ
あ
げ
く
H
さ
ん
は
、
今
大

切
な
の
は
子
ど
も
だ
、
と
昼
に
業
務

を
変
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
夕
食
に
は
必
ず
家
に
戻
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
友

だ
ち
も
来
な
く
、
雄
一
君
も
出
か
け

る
こ
と
を
ひ
か
え
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
H
さ
ん
が
バ
イ
ク
の
こ
と
に
つ

い
て
何
も
い
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
ま
た
友
だ
ち
が
け
た
た
ま
し

い
爆
音
と
と
も
に
や
っ
て
き
て
雄
一

君
を
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
呼
ぶ
日
が
続

き
ま
し
た
。

　
H
さ
ん
は
、
何
げ
な
い
顔
で
出
か

け
よ
う
と
す
る
雄
一
君
を
呼
び
と
め

て
、「

雄
一
。
上
が
っ
て
も
ら
っ
て
お
茶

で
も
飲
ま
せ
た
ら
ど
う
だ
」

　
び
っ
く
り
し
た
の
は
雄
一
君
で
す
。

「
ま
た
出
か
け
る
の
か
！
」
と
カ
ミ

ナ
リ
が
落
ち
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
雄
一
君
は
叫
び

ま
し
た
。

「
オ
ー
イ
。
上
が
っ
て
こ
い
！
」

　
皮
の
ジ
ヤ
ン
バ
ー
で
き
め
こ
ん
で

い
る
友
だ
ち
、
普
段
着
に
大
き
な
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
小
脇
に
抱
え
て
い
る
友

だ
ち
の
二
人
で
し
た
。
「
こ
ん
ば
ん
は
」

「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」
と
い
う
挨
拶
。

（
礼
儀
は
わ
き
ま
え
て
い
る
の
か
）

と
思
い
な
が
ら
H
さ
ん
も
笑
顔
で
迎

え
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
は
身
上
調
査
み
た
い
な

話
が
続
き
ま
し
た
。

「
遅
く
な
る
な
よ
」
と
送
り
出
し
た

あ
と
で
、
H
さ
ん
は
（
暴
走
族
の
仲

間
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ

う
だ
）
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
以
後
も
友
だ
ち
は
よ
く

遊
び
に
来
ま
し
た
。
や
は
り
爆
音
と

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
…

。
●
●
。

　
H
さ
ん
は
何
回
小
言
を
い
お
う
か

と
思
っ
た
こ
と
か
。
そ
の
度
に
グ
ッ

と
言
葉
を
飲
み
込
み
ま
し
た
。
も
っ

と
も
っ
と
連
中
と
話
を
し
て
か
ら
だ

と
我
慢
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ

と
思
え
る
よ
う
に
な
る
に
は
半
年
か

か
り
ま
し
た
。

　
「
オ
、
ま
た
来
た
か
」
の
挨
拶
に

は
じ
ま
り
、
そ
の
頃
に
な
る
と
、
H

さ
ん
は
趣
味
に
し
て
い
る
釣
の
話
、

子
ど
も
た
ち
は
バ
イ
ク
の
話
が
お
互

い
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
と
こ
ろ
で
頼
み
が
あ
る
ん
だ
が
な
。

遊
び
に
来
る
時
は
バ
イ
ク
の
音
を
小

さ
く
し
て
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
な
ら
さ

な
い
で
く
れ
な
い
か
。
う
る
さ
い
と

苦
情
が
来
て
困
っ
て
る
ん
だ
。
イ
ヤ

な
音
だ
と
思
う
人
も
い
る
か
ら
ね
、

団
地
の
人
の
中
に
は
…
…
」

　
雄
一
君
も
友
だ
ち
も
う
な
だ
れ
た

ま
ま
黙
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
イ

ヤ
な
顔
を
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
H

さ
ん
に
は
意
外
な
姿
で
し
た
。

　
そ
れ
以
後
、
音
は
気
持
ち
小
さ
く

な
っ
た
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
う
る
さ

く
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
は

な
く
な
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
バ
イ

ク
の
エ
ン
ジ
ン
音
も
小
さ
く
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
に
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼



11川川””川”lllil　こうほう・まつだい

！（
前
頁
よ
り
続
く
）

し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
友
だ
ち
と

遊
び
に
出
る
雄
一
君
の
帰
り
も
だ
ん

だ
ん
早
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ら

・
．
璽
●
・
．
’

唾

髪

　
と
て
も
い
い
状
態
が
し
ば
ら
く
続

い
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、

爆
音
が
近
づ
い
て
き
た
か
と
思
う
と

う
る
さ
く
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
す

音
が
下
の
方
か
ら
聞
え
て
き
ま
し
た
。

　
雄
一
君
が
出
る
よ
り
早
く
、
H
さ

ん
は
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
下
を
見
ま
し

論
鴛
鍛
藝
け
ゼ
誤

蓼
導
ど
、
這
く
㎜

　
怒
鳴
ら
れ
た
友
だ
ち
が
　
今
一
番
～

H
さ
ん
に
な
つ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
～

象殴

　
松
代
高
校
の
進
路
指
導
は
「
生
徒

の
適
性
に
あ
っ
た
進
路
」
と
い
う
こ

と
を
基
本
方
針
に
、
基
礎
学
力
の
向

〈
進
　
路
　
別
〉

上
、
時
期
に
応
じ
た
進
路
対
策
、
進

路
資
料
の
充
実
の
三
つ
を
重
点
と
し

て
進
め
ら
れ
た
。

　　　性別進路
男 女 計

進
学

四年制大学 10 3 13

短期大学 1 5 6
専修学校 7 16 23

高等職業訓練校 1 0 1

就
職

民間企業 33 32 65

公　務　員 10 3 13

家　事・家　業 0 1 1
未　　　　　定 1 0 1
浪　　　　　人 2 1 3

計 65 61 126

〈
地
　
域
　
別
〉

〈
就
職
者
の
業
種
別
〉

　　性別業種
男 女 計

専　問・事務 4 11 15

サービス販売 19 12 31

製　　　　　造 10 9 19

計 33 32 65

　　性別地域
男 女 計

県
　
　
　
内

松　　　代 1 3 4
新　　　潟 2 ・1 3
上　　　越 0 1 1
十　日　町 1 0 1
大　　　潟 0 1 1

計 4 6 10

県
　
　
　
　
　
　
　
外

東　　　京 21 19 40

神　奈　川 3 1 4
埼　　　玉 2 1 3
長　　　野 1 0 1
群　　　馬 0 1 1
名　古　屋 2 0 2
岐　　　阜 0 3 3
金　　　沢 0 1 1

計 29 26 55

合　　　　計 33 32 65

父
親
へ
の
提
言

　
　
蒲
生
小
堺
章
光

只
進
学
進
学
の
一
辺
倒
の
母
親

只
テ
ス
ト
点
数
の
向
上
の
み
に

捉
わ
れ
居
る
母
親

そ
し
て
児
童
成
績
参
観
日
に

学
校
へ
い
け
ば

自
分
の
子
の
動
き
だ
け
を

見
て
い
る
母
親

こ
れ
が
現
代
社
会
の
母
親
の

共
通
の
姿
で
あ
る
と
思
う

責
任
は
父
親
に
も

大
い
に
あ
る
と
思
う

自
分
の
仕
事
の
み
に

忠
実
に
働
い
て

そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い
る

一
番
大
切
な
子
供
が

父
親
の
傍
ら
に
い
る
で
は
な
い
か

そ
の
純
粋
な
ま
な
ざ
し
で

父
親
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
の
を

母
親
も
忘
れ
て
い
る

こ
の
大
切
な
期
間
で
の

子
供
へ
の
指
導
の
責
任
は

父
親
に
あ
る
と
い
う
事
を

忘
却
い
た
し
お
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か

言
葉
を
か
え
て

具
体
的
に
い
え
ば

父
親
は
も
っ
と
子
を
叱
る
べ
き
で
あ

る勉
強
の
事
で
叱
る
よ
り
も

し
つ
け
の
面
で
子
を
き
た
え

あ
げ
て
欲
し
い

た
と
え
ば
朝
の
挨
拶
を
し
よ
う
と

親
子
で
定
め
る
、
そ
し
て
そ
の

実
行
状
態
を

観
察
す
る

み
す
み
す
破
る
こ
と
が
あ
れ
ば

そ
の
場
で
母
親
が
注
意
す
る

破
る
度
数
が
増
え
重
な
れ
ば

そ
の
時
は
父
親
が
叱
れ
ば
よ
い

そ
し
て
実
行
力
を
養
う

盲
目
的
な
愛
に
終
っ
て
は
な
ら
な
い

父
親
よ
子
供
等
に

傍
観
的
で
な
く

母
親
と
将
来
を
模
索
い
た
し
合
い

も
っ
と
接
近
い
た
し

強
く
な
っ
て
欲
し
い

そ
し
て
剛
健
で
情
操
豊
か
な

実
り
の
あ
る
子
供
等
に

育
っ
て
貰
い
た
い
。
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　　文

芸

　　　ハだニーw霞一診i

麟Fに1

　
短
歌
春
立
ち
初
め
る

　
　
　
　
　
西
潟
　
ま
さ
を

ペ
ン
ギ
ン
鳥
の
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
テ

レ
ビ
で
見
つ
つ
ふ
と
吾
が
格
好
を
思

い
苦
笑
す

温
度
計
は
零
度
を
指
し
て
殆
ん
ど
動

か
ず
立
春
を
今
日
で
三
日
過
ぎ
た
り

白
い
原
っ
ぱ
ま
ん
中
を
流
れ
る
川
が

一
筋
そ
の
辺
り
か
ら
春
立
ち
初
め
る

け
い
ち
つ

啓
蟄
と
い
う
日
の
朝
な
り
し
ば
ら
く

ぶ
り
で
見
る
蒼
空
は
ま
ぶ
し
く
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

到
来
の
こ
ろ
柿
を
食
べ
つ
つ
こ
れ
も

ま
た
到
来
も
の
の
緑
茶
を
す
す
る

青
い
毛
糸
の
帽
子
を
頭
巾
に
な
お
し

て
か
ぶ
り
や
が
て
ひ
と
冬
を
終
わ
ら

む
と
す
る

　
し
ぶ
み
句
会

婚
決
ま
り
客
見
送
り
ぬ
お
ぼ
ろ
月

思
い
切
り
枝
沸
い
あ
る
糸
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

四
温
過
ぎ
三
寒
き
ぴ
し
奥
越
後

　
　
　
ね
は
ん
え

墨
太
の
浬
繋
会
告
げ
る
札
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

窓
ぎ
わ
に
万
両
の
鉢
山
の
局

箱
雛
に
は
み
出
て
一
つ
貯
金
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燗
　
史

春
の
雪
吸
わ
る
る
如
く
土
に
消
ゆ

吹
雪
く
戸
を
閉
ざ
せ
ば
牛
の
眼
の
光

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

杉
伐
り
し
匂
い
こ
も
り
ぬ
冬
か
す
み

ひ
と
所
佳
き
日
の
射
し
ぬ
黄
水
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

凍
み
渡
り
キ
ラ
／
＼
雪
の
真
只
中

声
落
と
し
試
験
の
首
尾
を
聞
き
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

わ
だ
か
ま
り
一
つ
消
え
去
り
二
月
尽

掛
軸
に
傷
み
の
目
立
つ
寝
釈
迦
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

大
標
を
つ
つ
け
ば
つ
つ
く
程
温
し

彼
岸
荒
れ
佛
は
何
処
に
お
わ
す
や
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

雪
の
上
に
彼
岸
の
墓
を
作
り
け
り

あ
・
分
校
去
ら
ん
と
す
る
や
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

春
山
の
深
く
も
な
き
に
迷
い
け
り

雪
割
れ
間
き
ら
／
＼
光
る
雪
雫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

桜
炭
二
鉢
三
鉢
句
会
の
座

草
餅
の
匂
い
な
つ
か
し
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

雑
木
山
ひ
っ
そ
り
煙
る
春
時
雨

内
職
の
手
も
と
に
届
く
春
日
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

早
春
の
茶
の
間
の
炬
燵
相
撲
好
き

こ
よ
み
絵
に
山
吹
咲
け
ど
外
は
雪
　
　
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
沙
圃

獄
鰐
欝
鋳
鞭
鋸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

早
春
の
　
届
き
し
み
と
駕

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
　
”
松
代
園
芸
愛
好
会

背
伸
び
し
て
春
日
に
向
け
る
目
や
痛

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

春
風
に
吹
か
れ
て
妻
の
髪
乱
れ

孫
連
れ
て
浬
繋
団
子
を
拾
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雛
飾
り
背
に
し
て
老
母
茶
を
す
す
る

雛
人
形
飾
り
て
娘
嫁
ぎ
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
こ

ま
だ
残
る
藁
屋
を
守
り
春
を
待
つ

木
曽
路
来
て
春
の
陽
ざ
し
を
授
か
り

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
蒲
生
句
会

着
ぶ
く
れ
て
足
場
は
狭
き
ビ
ル
の
風

　
　
　
　
　
　
　
千
葉
市
鐵
堂

木
蓮
の
苞
の
ほ
こ
ろ
ぷ
小
ぬ
か
雨

　
　
　
　
　
　
　
群
馬
県
耕
　
山

葺
雇
の
散
ら
ば
る
廊
下
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
群
馬
県
月
　
日

春
暁
や
雨
垂
れ
聞
き
つ
亦
ね
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

お
彼
岸
の
水
音
近
き
朝
が
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

ぶ
な
林
縫
い
て
春
の
譜
百
千
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

拾
い
来
し
浬
繋
団
子
を
枕
辺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
　
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
植
木
の
春
出
し
に
つ
い
て

　
　
四
月
い
っ
ぱ
い
は
、
ま
だ
冷
込
む

算
輻
鋸
葉
懸
、

　
日
や
、
晩
霜
の
心
配
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
一
挙
に
屋
外
に
出
す
の
は
危
険

　
で
す
。
除
々
に
気
候
の
変
化
を
心
し

　
て
、
出
し
入
れ
し
つ
つ
様
子
を
見
ま

　
し
ょ
う
。
サ
ツ
キ
等
は
出
来
る
だ
け

　
外
に
出
し
て
充
分
に
濯
水
し
ま
し
よ

　
ヤ
つ

嗣㎜㎜槻

㎜
ぎ
ハ
マ
繧

　
ク
イ
虫
な
ど
の
害
虫
は
、

㈱㈱槻一

ス
ミ
チ
オ
ン
の
八
○
○
倍
か
ら
一
〇

〇
〇
倍
の
液
を
散
布
し
て
一
挙
に
全

滅
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
肥
料
は
、
油
か
す
等
を
親
指
大
位

を
二
～
三
個
所
や
り
ま
し
ょ
う
。

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

　
　
　
　
　
つ
ば
め
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
　
　
　
　
松
代
自
然
愛
護
会
の
調
査
に
よ

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
き
た
る
と
初
認
日
は
、
次
の
志
フ
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
ま
す
。

つばめ飛来日
　　（欝薯辮簾袋〉

年　　　度 月 日

昭　和　　42 4 24

〃　　　　43 4 8
〃　　　　44 4 12

〃　　　　45 4 9
，考．一　撫誌鉱、 4 12

〃雛
i嚢……糟騰∫

25
〃　’≧

3 30

〃 4
〃

糊蓬……1……き……i………き

旗6

〃 4
、6

〃　　　52饗 4 5
〃　　　　53 4 14

〃　　　　54 4 1
〃　　　　55 4 5
〃　　　　56 4 4
〃　　　　57 4 6
〃　　　　58 4 6


